
前
号
に
お
い
て
、
「
摂
州
東
成
郡
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
」
の
全
文
の
紹
介
を
行
っ
た
の
で
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
「
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
」
の
研
究
を
中
心
と
す
る
近
世
大
坂
の
非
人
と
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
を
め
ぐ
る
学
説
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
具

体
的
な
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

寛
永
八
年
(
-
六
三
一
）
、
キ
リ
シ
タ
ン
ヘ
の
迫
害
は
、
「
北
部
、
及
び
南
部
の
諸
州
で
、
多
数
の
殉
教
者
を
出
し
て
い
た
、
し
か
し
、

そ
れ
は
、
天
領
、
殊
に
京
都
、
伏
見
、
堺
、
大
坂
の
如
き
大
都
市
で
は
、
更
に
全
般
的
で
、
更
に
残
酷
で
あ
っ
た
」
と
レ
オ
ン
・
パ

ジ
ェ
ス
は
記
し
て
い
る
。
慶
長
一
九
年
(
-
六
―
四
）
、
元
和
五
年
(
-
六
一
九
）
の
京
都
に
お
け
る
迫
害
に
よ
っ
て
、
大
坂
で
も
キ

リ
シ
タ
ン
は
民
衆
の
貧
し
い
人
々
だ
け
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

「
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
十
名
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
下
難
波
村
領
乞
食
在
所
に
居
た
と
こ
ろ
（
「
難
波
村
領
乞

摂
州
東
成
郡
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
の
研
究
口

道
頓
堀
垣
外
の
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
に
つ
い
て

は
じ
め
に

藤

原

有

和

摂
州
東
成
郡
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
の
研
究
口



食
在
所
二
罷
在
候
処
」
）
摘
発
を
う
け
て
、
転
宗
し
て
い
る
。
道
頓
堀
の
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
十
名
が
、
い
つ
何
処
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
に

な
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
安
永
六
年
(
-
七
七
七
）
の
「
転
切
支
丹
類
族
存
命
書
上
之
事
」
に
よ
れ
ば
、
十
名
は
い
ず
れ
も
既
婚
者

で
、
そ
の
内
訳
は
、
女
性
八
名
、
男
性
二
名
で
あ
る
。
女
性
八
名
の
う
ち
二
名
は
親
子
（
道
味
妻
之
母
、
道
味
妻
）
、
一
名
は
後
家

（
道
真
後
家
）
。
夫
婦
が
と
も
に
キ
リ
シ
タ
ン
と
認
定
さ
れ
た
の
は
孫
七
夫
妻
の
み
で
あ
る
。

な
お
、

い
ず
れ
の
夫
婦
も
生
国
を
異
に
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
生
国
で
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
摘
発
を
逃
れ
た
人
た
ち
が
、
下
難
波
村
領

乞
食
在
所
で
と
も
に
暮
ら
し
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
孫
作
妻
（
キ
リ
シ
タ
ン
）
、
甚
九
郎
妻
（
キ
リ
シ
タ
ン
）
及
び
久

右
衛
門
妻
（
非
キ
リ
シ
タ
ン
）
は
、
乞
食
在
所
に
嫁
に
来
て
い
た
と
こ
ろ
（
「
難
波
村
領
乞
食
孫
作
二
嫁
罷
在
候
処
」
）
、
摘
発
を
受
け

た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
三
組
は
、
転
宗
以
前
に
下
難
波
村
領
乞
食
在
所
で
夫
婦
と
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

内
田
九
州
男
氏
は
寛
永
八
年
の
転
宗
時
、
十
名
は
既
に
垣
外
居
住
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
非
人
身
分
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
「
彼
ら
は
、
『
転
キ
リ
シ
タ
ン
』
な
る
が
故
非
人
身
分
に
落
と
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
乞
食
と
し
て
垣
外
居
住
者
と
な
っ
て

い
た
な
か
で
転
宗
を
表
明
さ
れ
、
か
つ
そ
の
後
は
、
非
人
身
分
の
み
な
ら
ず
、
『
転
キ
リ
シ
タ
ン
』
と
し
て
、
二
重
の
拘
束
下
に
お
か

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
十
名
の
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
が
法
的
に
非
人
身
分
と
し
て
決
定
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
寛
永
八
年
転
宗
以
降
と
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。
転
宗
後
、
身
柄
を
下
難
波
村
庄
屋
に
預
け
ら
れ
、
長
吏
の
監
視
下
に
お
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
決
定
的
に
非
人
身
分
と
し
て

の
処
遇
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
寛
永
二
十
一
年
(
-
六
四
四
）
十
二
月
十
一
日
、
下
難
波
村
庄
屋
は
「
道
頓
堀
乞
食
合
八
拾
人
、
其
外
お
ん
ぼ
う
七

人
」
に
つ
い
て
、
他
国
へ
遣
わ
さ
ず
、
何
時
で
も
御
用
の
刻
、
召
連
れ
出
頭
す
る
こ
と
、
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
の
吟
味
を
長
吏
に
命
じ
る

こ
と
を
大
坂
町
奉
行
所
与
力
に
誓
っ
て
い
る
。
翌
日
（
正
保
元
年
十
二
月
十
二
日
）
、
十
名
は
下
難
波
村
へ
預
け
ら
れ
て
い
る
。
乞
食



摂
州
東
成
郡
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
の
研
究
口

(
4
)
同
前
。

残
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
は
民
衆
の
貧
し
い
人
々
だ
け
で
あ
っ
た
」
結
城
了
悟
『
五
畿
内
の
最
期
の
宣
教
師
』
（
長
崎
・
日
本
二
十
六
聖
人
記
念
館
、

九
八
九
年
）
二
五
頁
。
寛
永
九
年
(
-
六
三
二
）
「
一
月
十
三
日
、
大
坂
で
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
神
父
達
の
宿
主
パ
ウ
ロ
・
ヤ
マ
モ
ト
・
フ
ィ
コ
ン
ダ

ユ
ー
（
山
本
彦
太
夫
）
と
、
そ
の
妻
、
並
に
子
供
二
人
が
火
灸
り
に
な
っ
た
。
娘
二
人
は
斬
首
さ
れ
た
」
と
パ
ジ
ェ
ス
は
記
し
て
い
る
（
前
掲
書
、

二―

0
頁）。

(
3
)
岡
本
良
一
・
内
田
九
州
男
編
『
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
』
上
巻
（
清
文
堂
出
版
、

(
2
)
「
京
都
の
教
会
は
、

号、

一
六
―
四
年
の
迫
害
と
大
坂
で
の
二
つ
の
戦
さ
に
よ
っ
て
厳
し
い
状
態
に
置
か
れ
て
い
た
。
数
人
の
古
い
信
者
以
外
に
そ
こ
に

一
九
八
三
年
）
。

(
l
)

レ
オ
ン
・
パ
ジ
ェ
ス
『
日
本
切
支
丹
宗
門
史
』
下
（
岩
波
文
庫
、

一
九
八
三
年
）

坂
の
影
響
を
う
け
て
宗
門
改
が
行
わ
れ
て
い
る
（
播
磨
良
紀
「
紀
州
藩
に
お
け
る
宗
門
改
制
度
の
成
立
に
つ
い
て
」
「
和
歌
山
地
方
史
研
究
j

第
六

一
九
七
四
年
）
、
二
九
二
頁
以
下
。

一
八
九
頁
。
な
お
紀
州
藩
に
お
い
て
も
、
寛
永
八
年
、
京
・
大

八
十
名
の
う
ち
十
名
が
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
「
乞
食
」
を
貧
人
或
い
は
生
活
破
綻
者
と
み
る
考
え
方
が
あ
る
。

し
か
し
、
「
乞
食
」
の
多
く
が
、
様
々
な
理
由
か
ら
財
産
を
な
く
し
た
人
々
（
貧
人
）
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
そ
の
中

心
に
宗
教
弾
圧
を
受
け
た
人
々
（
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
）
が
い
る
こ
と
の
意
味
は
重
要
で
あ
る
。

正
保
二
年
(
-
六
四
五
）
四
月
三
日
付
「
差
上
申
預
手
形
之
事
」
に
よ
れ
ば
、
長
吏
道
味
・
年
寄
孫
作
他
五
名
は
下
難
波
村
庄
屋
甚

左
衛
門
か
ら
「
吉
利
支
丹
こ
ろ
ひ
男
女
共
拾
人
」
を
預
か
っ
て
い
る
。
長
吏
道
味
・
年
寄
孫
作
・
組
頭
甚
九
郎
の
三
名
の
妻
が
、
い
ず

れ
も
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
道
味
妻
は
、
転
宗
直
後
に
夫
婦
と
な
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
同

年
、
同
村
領
荒
場
に
天
王
寺
、
鳶
田
、
道
頓
堀
の
三
ヶ
所
垣
外
の
旦
那
寺
浄
業
院
（
の
ち
の
竹
林
寺
）
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。



(
5
)
「
大
阪
の
非
人
研
究
ノ
ー
ト
」
（
『
大
阪
府
の
歴
史
』
第
五
号
、

(
6
)
『
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
』
上
巻
、

一
九
七
四
年
）
。

-
I二
及
び
二
九
二
頁
以
下
。
正
保
元
年
十
二
月
十
二
日
、
大
坂
町
奉
行
は
宗
旨
改
を
実
施
し
て
い
る
。

(
7
)
例
え
ば
、
塚
田
孝
『
都
市
大
坂
と
非
人
』
日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
40
（
山
川
出
版
社
、
二

0

0
一
年
）
。
氏
は
、
「
大
坂
に
お
け
る
非
人
集
団
の
成
立

は
、
大
坂
の
都
市
と
し
て
の
成
立
•
発
展
と
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る
」
と
い
う
大
局
的
見
地
か
ら
、
道
頓
堀
垣
外
の
中
核
部
分
を
構
成
す
る
転
び
キ
リ

シ
タ
ン
が
各
地
か
ら
流
入
し
て
き
た
非
人
で
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
の
詳
細
な
系
図
を
復
元
し
て
、
各
類
族

(
8
)
『
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
』
上
巻
、
二
頁
。

(
1
0
)同前
、
二
—
三
頁
。
参
考
と
し
て
、
〔
難
波
村
寺
院
台
帳
〕
（
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
）
の
関
係
箇
所
を
引
用
す
る
（
石
尾
芳
久
『
部
落
起
源
論
』

三
一
新
書
、

竹
林
寺
「
厳
参
」

一
右
竹
林
寺
儀
、
天
王
寺
川
崎
難
波
村
三
ヶ
所
之
乞
食
垣
外
其
外
摂
河
両
国
二
罷
在
候
乞
食
旦
那
寺
無
御
座
候
二
付
、
正
保
弐
酉
年
大
坂
町
御

奉
行
曽
我
丹
波
守
様
御
代
官
鈴
木
三
郎
九
郎
様
御
相
談
之
上
、
当
村
領
荒
場
有
之
候
を
乞
食
中
間
寺
二
可
仕
旨
二
而
被
下
、
天
王
寺
一
心
寺

ち
当
分
浄
業
院
卜
申
院
号
を
附
、
仮
屋
之
様
成
事
二
而
住
持
被
申
付
、
寺
ハ
慶
安
元
年
子
年
二
建
立
被
致
候

一
御
除
地
浄
土
宗
天
王
寺
一
心
寺
末
寺

一
九
八
六
年
、
七
六
頁
）
。

(
9
)
同
前
、
三
0
五
ー
三
0
六
頁
。

の
分
析
を
さ
れ
て
い
る
。

四



悲
田
院
・
鳶
田
両
垣
外
及
び
紀
州
吹
上
非
人
村
の
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
と
そ
の
類
族
に
つ
い
て

五

石
尾
芳
久
氏
は
、
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
と
そ
の
類
族
が
道
頓
堀
垣
外
集
団
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
宗
教
弾
圧
と
身
分

貶
下
政
策
の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
悲
田
院
の
非
人
は
、
太
田
城
に
お
け
る
最
後
の
一
向
一
揆
の
指
導
者
五
十
三
人

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
切
首
を
晒
首
に
す
る
と
い
う
目
的
で
集
結
せ
し
め
ら
れ
、
そ
の
目
的
の
も
と
に
権
力
的
に
『
籠
屋
敷
』
」
が
設
定
さ
れ
た
ー
権
力
的

に
賤
民
が
組
織
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
こ
の
太
閤
検
地
帳
は
、
明
示
し
て
お
り
ま
す
。
天
正
十
三
年
四
月
の
太
田
城
の
最
後
の
一
向
一

揆
の
指
導
者
の
処
刑
と
非
人
の
組
織
と
が
緊
密
な
関
係
に
あ
る
と
い
う
事
実
が
明
確
と
な
り
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

賤
民
政
策
と
賤
民
の
組
織
編
成
と
は
密
接
な
関
連
ー
不
可
分
の
関
係
ー
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
悲
田
院
の
非
人
は
、
後
に

転
び
キ
リ
シ
タ
ン
及
び
そ
の
類
族
を
中
心
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

つ
ぎ
に
天
王
寺
村
庄
屋
に
預
け
ら
れ
た
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
と
そ
の
類
族
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
紹
介
し
、
道
頓
堀
垣
外
の
み
な
ら

ず
、
悲
田
院
・
鳶
田
両
垣
外
集
団
に
お
い
て
も
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
と
そ
の
類
族
が
長
吏
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
証
す
る
こ
と
に
す
る
。

「
摂
州
東
成
郡
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
」
に
記
さ
れ
て
い
る
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
本
人
は
、
久
三
郎
、
兵
治
、
市
右
衛
門
、

左
兵
衛
、
久
兵
衛
、
次
郎
右
衛
門
、
た
ね
、
む
め
、
す
て
、
こ
や
、
以
上
十
名
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
久
三
郎
、
兵
治
及
び
久
右
衛
門
と

そ
の
類
族
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

な
お
、
「
悲
田
院
文
書
」
に
よ
れ
ば
、
妙
貞
事
か
め
（
山
城
国
出
身
）
が
、
寛
永
八
年
(
-
六
一
―
―
-
）
に
転
宗
し
、
天
王
寺
村
に
預

け
ら
れ
て
、
悲
田
院
乞
食
中
間
に
居
た
と
こ
ろ
、
元
禄
七
年
(
-
六
九
四
）
に
病
死
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
か
め
は
、
転
び
次
郎
右
衛

門
の
妻
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
幕
府
は
、
寛
永
八
年
の
大
坂
に
お
け
る
迫
害
に
お
い
て
転
宗
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
を
天
王
寺
村
と
下
難

波
村
に
割
り
当
て
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
し
た
い
。

摂
州
東
成
郡
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
の
研
究
口



元
禄
十
一
年
(
-
六
九
八
）
三
月
日
付
「
天
王
寺
領
内
悲
田
院
中
間
宗
旨
御
改
帳
」
に
よ
れ
ば
、
兵
治
（
転
宗
後
、
善
休
と
称
す
）

(10) 

は
年
齢
八
0
歳
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
元
和
五
年
(
-
六
一
九
）
生
れ
で
、
大
坂
市
中
に
お
い
て
キ
リ
シ
タ
ン
の
弾
圧
が
あ
っ
た
寛
永

八
年
(
-
六
三
一
）
に
は
一
三
歳
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
「
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
」
に
よ
れ
ば
、
善
休
は
少
な
く
と
も
寛
文
五
年

(11) 

（
一
六
六
五
）
か
ら
同
十
一
年
に
か
け
て
「
天
王
寺
長
吏
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

兵
治
に
は
、

2

兵
治
系

久
三
郎
系

久
三
郎
（
「
先
久
三
郎
」
）
の
転
宗
し
た
時
期
及
び
生
没
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
妻
む
く
も
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
。
息
子
の
「
後
久
三
郎
」
(
-
六
四
五
ー
一
七
一
五
）
は
、
妻
な
つ
(
-
六
四
七
—
一
七
一
七
）
、
悴
長
太
(
-
六
七
四
ー
一
七

一
六
）
、
娘
し
ゅ
ん
(
-
六
七
七
ー
一
七
一
七
）
と
と
も
に
紀
州
吹
上
村
に
住
ん
で
い
た
。
「
先
久
三
郎
」
の
孫
の
猿
松
、
捨
松
、
乙
松

の
各
家
族
も
ま
た
、
吹
上
村
で
暮
ら
し
て
い
た
。
鳶
田
垣
外
に
所
縁
の
あ
る
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
久
三
郎
が
、
紀
州
和
歌
山
城
下
吹
上
非

人
村
の
初
代
長
吏
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

久
三
郎
（
「
先
久
三
郎
」
）
に
は
、
も
う
一
人
の
息
子
久
右
衛
門
が
い
た
。
久
右
衛
門
は
、
鳶
田
垣
外
長
吏
を
務
め
、
悴
の
伊
兵
衛

（
一
六
七
七
ー
一
七
三
三
）
は
鳶
田
垣
外
小
頭
を
務
め
て
い
る
。

ま
た
、
久
右
衛
門
の
妻
小
た
ね
の
祖
母
（
道
頓
堀
垣
外
長
吏
道
味
妻
）
は
、
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
り
、
娘
せ
ん
は
、
転
び
キ
リ
シ

タ
ン
孫
七
曾
孫
根
次
右
衛
門
の
妻
と
な
っ
て
い
る
。
根
次
右
衛
門
は
道
頓
堀
垣
外
長
吏
を
務
め
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
類
族
が
、
鳶
田
垣
外
及
び
道
頓
堀
垣
外
の
中
核
（
長
吏
役
•
小
頭
役
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
証

明
さ
れ
る
。

ー

(
9
)
 

五
人
の
息
子
と
一
人
の
娘
が
い
た
。

六



摂
州
東
成
郡
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
の
研
究
口

(
2
)
同
前
、
五
一
ー
五
四
頁
。

3
 

ま
た
、
元
禄
十
一
年
の

七

「
天
王
寺
領
内
悲
田
院
中
間
宗
旨
御
改
帳
」
に
よ
れ
ば
、
嫡
男
太
郎
右
衛
門
（
八
三
歳
没
、

し
た
が
っ
て
、
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
及
び
そ
の
類
族
が
悲
田
院
垣
外
集
団
の
中
核
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
白
と
な
る
。

な
お
、
「
天
明
年
間
覚
書
」
（
大
坂
町
奉
行
所
与
力
勝
部
氏
控
）
に
よ
れ
ば
、
元
禄
元
年
(
-
六
八
八
）
切
支
丹
奉
行
衆
へ
差
し
出
し

た
キ
リ
シ
タ
ン
類
族
人
数
合
計
九
一
五
人
（
内
訳
本
人
二
人
、
本
人
同
断
一
五
人
）
、
唯
今
（
天
明
七
年
）
存
命
の
類
族
人
数
合
計
七

六
人
（
内
訳
男
四
二
人
、
女
三
四
人
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
本
人
二
名
と
は
、
兵
治
と
前
述
し
た
妙
貞
事
か
め

の
両
名
で
あ
る
。

市
右
衛
門
系

市
右
衛
門
に
は
、
二
人
の
息
子
が
い
た
。
枠
甚
右
衛
門
は
、
「
悲
田
院
二
老
」
を
務
め
て
い
る
。

(
l
)
石
尾
芳
久
氏
は
、
被
差
別
部
落
の
起
源
に
関
し
て
、
秀
吉
が
天
正
十
三
年
(
-
五
八
五
）
太
田
城
の
抵
抗
者
に
対
す
る
制
裁
と
し
て
、
賤
民
へ
の

身
分
貶
下
政
策
を
行
っ
た
こ
と
を
和
歌
山
蓮
乗
寺
文
書
に
基
づ
い
て
考
証
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
視
点
か
ら
道
頓
堀
の
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
に
つ
い

て
も
、
権
力
は
専
制
主
義
の
国
家
に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
思
想
の
持
主
の
身
分
を
お
と
し
て
転
向
を
迫
る
、
し
か
も
警
察
・
行
形
の
役
負
担
を
強

要
し
て
転
向
の
立
証
を
迫
っ
た
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
前
掲
『
部
落
起
源
論
』
、
二
八
頁
）
。

(
3
)
拙
稿
「
摂
州
東
成
郡
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
の
研
究
日
」
『
関
西
大
学
人
権
問
題
研
究
室
研
究
紀
要
』
第
四
九
号
（
二
0
0
四
年
、
以

下
紀
要
第
四
九
号
と
略
す
）
。
後
掲
の
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
系
図
で
は
、
子
と
の
つ
な
が
り
が
不
明
な
孫
・
曾
孫
•
玄
孫
の
多
く
を
省
い
て
い
る
。

(
4
)
岡
本
良
一
・
内
田
九
州
男
編
『
悲
田
院
文
書
』
（
清
文
堂
出
版
、

右
衛
門
妻
）

七
二
三
）
も
、
「
悲
田
院
長
吏
」
を
務
め
て
い
る
。

一
九
八
九
年
）
、
五
七
頁
。

（
転
び
次
郎

一
六
四
―
|



天
満
垣
外
の
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
と
そ
の
類
族
に
つ
い
て

(14)
元
禄
十
一
年
三
月
付
「
天
王
寺
領
内
悲
田
院
中
間
宗
旨
改
帳
」
。

天
王
寺
村
及
び
下
難
波
村
庄
屋
に
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
が
預
け
ら
れ
た
よ
う
に
、
川
崎
村
庄
屋
に
も
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
が
預
け
ら
れ
、

天
満
垣
外
長
吏
に
そ
の
監
視
が
命
じ
ら
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
川
崎
村
に
は
、
少
な
く
と
も
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
四
名
ー
惣
次
郎
、

惣
次
郎
悴
仁
助
、
小
ち
よ
、
孫
七
ー
が
預
け
ら
れ
て
い
る
。

元
禄
八
(
-
六
九
五
）
年
六
月
、
「
乞
食
転
切
支
丹
惣
次
郎
悴
仁
助
、
父
不
転
以
前
出
生
本
人
同
前
」
の
者
が
六
七
歳
に
て
病
死
し

た
た
め
、
代
官
は
、
即
刻
検
使
を
遣
わ
し
、
死
骸
を
改
め
て
別
条
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
塩
詰
に
す
る
よ
う
指
示
を
し
た
上
で
、
切

(
1
3
)後
掲
•
市
右
衛
門
系
図
。

(12)
関
西
大
学
人
権
問
題
研
究
室
所
蔵
森
杉
夫
氏
収
集
史
料
（
複
写
）
。

(11)
『
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
』
上
巻
、

(10)
和
宗
総
本
山
四
天
王
寺
所
蔵
。
寺
木
伸
明
『
近
世
身
分
と
被
差
別
民
の
諸
相
』
（
解
放
出
版
社
、
二
0
0
0
年
）
、
ニ
ニ
七
頁
。

(
9
)後
掲
•
兵
治
系
図
。

(
8
)
同
前
、
八
八
頁
。

(
5
)
『
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
』
上
巻
、

(
7
)
註

(
5
)
。

(
6
)後
掲
•
久
三
郎
系
図
。

―

-
I
―
七
頁
。

一
六
ニ
ー
一
六
三
頁
。

八



四
紀
州
和
歌
山
城
下
吹
上
非
人
村
の
長
吏
久
三
郎
に
つ
い
て

(
3
)
紀
要
第
四
九
号
、
八
五
頁
。

(
4
)
『
悲
田
院
文
書
』
五
九
頁
（
な
お
、
「
平
右
衛
門
玄
孫
茂
市
」
は
市
右
衛
門
玄
孫
茂
市
と
す
る
の
が
正
し
い
）
、
紀
要
第
四
九
号
、
九
三
頁
。

(
5
)
同
前
五
七
、
五
八
頁
。
転
び
次
郎
右
衛
門
妻
亀
の
孫
で
あ
る
甚
兵
衛
が
、
享
保
十
五
年
正
月
二
十
一
日
に
病
死
（
享
年
六
四
歳
）
し
た
こ
と
が
悲

田
院
長
吏
に
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
同
年
の
「
転
切
支
丹
類
族
生
死
之
覚
」
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
（
紀
要
第
四
九
号
、
八
三
頁
以
下
）
。

紀
州
藩
牢
番
頭
家
文
書
に
よ
れ
ば
、
紀
州
和
歌
山
城
下
吹
上
非
人
村
の
長
吏
は
代
々
久
三
郎
を
襲
名
し
て
い
る
。
ま
た
吹
上
非
人
村

摂
州
東
成
郡
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
の
研
究
口

(
2
)
同
前
。

し
て
い
る
。

一
九
八
四
年
、
四
五
九
頁
以
下
）
の
関
連
部
分
を
翻
刻

支
丹
奉
行
に
そ
の
指
図
を
求
め
て
い
る
。
切
支
丹
奉
行
よ
り
「
例
之
通
取
置
セ
候
様
」
と
い
う
返
答
を
受
け
、
旦
那
寺
竹
林
寺
に
て
土

葬
に
取
り
置
い
て
い
る
。
塩
詰
及
び
土
葬
の
作
法
に
つ
い
て
は
、
詳
細
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。
仁
助
は
寛
永
六
年
(
-
六
二
九
）
生
れ

な
の
で
、
父
惣
次
郎
は
寛
永
八
年
(
-
六
三
一
）
に
転
宗
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

転
び
キ
リ
シ
タ
ン
久
三
郎
曾
孫
の
又
五
郎
が
、
天
満
垣
外
小
頭
作
重
郎
方
へ
養
子
に
遣
わ
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
天
満
垣
外
に
は
、
悲
田
院
垣
外
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
市
右
衛
門
の
曾
孫
半
三
と
枠
茂
市
が
住
ん
で
い
た
。

ま
た
、
前
述
し
た
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
次
郎
右
衛
門
妻
亀
事
妙
貞
の
類
族
も
川
崎
村
乞
食
垣
外
に
住
ん
で
い
た
。

(
1
)後
掲
•
史
料
l

。
「
憲
教
類
典
固
」
（
『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
第4
1巻
」
史
籍
研
究
会
、

九



こ
の
た
び
林
紀
昭
•
関
西
学
院
大
学
法
学
部
教
授
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
渡
辺
氏
が
紹
介
さ
れ
た
文
化
十
三
年
「
願
書
写
」
の
原
文
書

（
基
礎
法
学
研
究
室
所
蔵
）
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
表
紙
に
は
、
「
吹
上
非
人
村
成
立
申
上
候
願
書
写
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
長

吏
役
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
第
一
条
の
後
段
を
引
用
す
る
）
。

彦
坂
九
兵
衛
様
江
私
共
先
祖
之
者
共
奉
願
、
以
前
之
通
非
人
村
地
私
共
江
頂
戴
仕
、
非
人
村
再
建
致
、
町
非
人
差
置
候
処
、
寛
永

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

年
中
阿
波
之
非
人
道
斎
と
申
者
、
湊
城
山
辺
二
罷
在
、
牢
番
頭
共
常
々
目
を
懸
置
、
胡
乱
者
等
気
付
セ
、
毎
々
御
用
立
候
故
、
初

討
を
加
え
た
い
。

の
成
立
に
関
す
る
史
料
と
し
て
は
、
渡
辺
広
氏
が
紹
介
さ
れ
た
文
化
十
三
年
(
-
八
一
六
）
の
「
願
書
」
と
藤
本
清
二
郎
氏
が
紹
介
さ

れ
た
元
文
元
年
(
-
七
三
六
）
辰
ノ
霜
月
付
の
「
覚
」
（
牢
番
頭
が
和
歌
山
町
奉
行
所
に
提
出
し
た
書
付
控
）
の
二
通
り
が
あ
る
。

両
史
料
を
照
合
す
る
と
、
ま
ず
吹
上
非
人
村
が
、
浅
野
紀
伊
守
（
浅
野
幸
長
）
の
時
代
か
ら
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
一
致
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
近
世
初
頭
、
吹
上
非
人
村
の
人
た
ち
が
切
支
丹
宗
門
に
な
り
、
一
人
も
転
ば
な
か
っ
た
た
め
、
残
ら
ず
御
仕
置
き
を
う
け
て
、

一
村
が
退
転
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
迫
害
が
あ
っ
た
時
期
に
つ
い
て
、
前
者
で
は
誰
の
時
代
の
出
来
事

か
不
明
確
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
但
馬
守
（
浅
野
長
晟
）
の
時
代
と
し
て
い
る
。
他
方
前
者
で
は
、
御
仕
置
き
の
人
数
が
八
十

人
余
と
具
体
的
で
あ
る
。

両
史
料
に
お
い
て
、
徳
川
氏
入
部
後
、
牢
番
頭
先
祖
が
彦
坂
九
兵
衛
へ
願
い
出
て
、
非
人
村
が
再
建
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
初
代
長
吏
が
阿
波
国
出
身
の
道
斎
で
あ
る
こ
と
も
一
致
し
て
い
る
。
な
お
、
後
述
す
る
事
情
か
ら
、
久
三
郎
は
転
宗
後
、
道

斎
と
称
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
道
斎
が
初
め
て
非
人
村
長
吏
に
取
り
立
て
ら
れ
た
時
期
に
つ
い
て
、
藤
本
氏
は
、
「
願
書
」
で
は
「
寛
永
拾
年
」
と
特
定

さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
覚
」
で
は
「
寛
永
年
中
」
と
あ
い
ま
い
で
あ
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検

1
0
 



（
傍
点
筆
者
）

而
非
人
村
長
吏
二
取
立
申
候
義
二
御
座
候
、
休
今
二
お
ゐ
て
長
吏
役
申
付
候
節
者
、
私
共
B
見
立
て
御
願
奉
申
上
候
儀
二
御
座
候

し
た
が
っ
て
、
長
吏
役
の
設
置
時
期
に
つ
い
て
、
「
寛
永
拾
年
」
説
の
文
書
に
よ
る
裏
付
け
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
な
お
、

別
の
文
化
十
三
年
「
願
書
控
」

I

「
吹
上
非
人
村
濫
腸
書
付
担
」
（
文
化
十
―
―
―
年
閏
八
月
十
六
日
、
牢
番
頭
が
和
歌
山
町
奉
行
所
へ
提

出
し
た
原
本
の
控
）
ー
に
お
い
て
も
、
「
寛
永
年
中
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
元
文
元
年
の
「
覚
」
に
よ
れ
ば
、
当
代
久
三
郎
（
三
郎
兵
衛
ー
後
述
）
は
四
代
目
と
さ
れ
て
い
る
。

近
世
初
頭
の
和
歌
山
城
下
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
迫
害
と
非
人
の
問
題
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
初
代
長

吏
久
三
郎
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
久
三
郎
の
系
譜
は
、
吹
上
非
人
村
と
鳶
田
垣
外
の
二
系
統
に
分

か
れ
、
息
子
の
一
人
久
右
衛
門
の
筋
は
鳶
田
垣
外
長
吏
を
務
め
て
い
る
。

ま
ず
、
正
徳
五
年
(
-
七
一
五
）
の
「
御
用
控
之
帳
」
に
よ
れ
ば
、
「
一
吹
長
り
久
三
郎
七
十
壱
に
て
、
正
徳
五
年
未
ノ
ニ
月
六
日

ニ
病
死
仕
候
、
右
跡
役
儀
末
子
清
八
二
申
付
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
正
徳
五
年
に
病
死
し
た
長
吏
久
三

郎
こ
そ
、
前
述
し
た
「
後
久
三
郎
」
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
「
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
」
に
よ
れ
ば
、
「
後
久
三
郎
」
の
家
族
に
関
し
て
、
悴
長
太
は
正
徳
六
年
(
-
七
一

六
）
四
三
歳
に
て
病
死
と
あ
る
。
父
が
前
年
死
去
し
て
い
る
た
め
、
「
転
切
支
丹
生
死
之
覚
」
の
長
太
に
関
す
る
箇
所
に
「
父
一
所
二

罷
在
候
」
ー
同
居
し
て
い
る
場
合
の
定
例
の
文
言
ー
と
い
う
記
載
は
な
い
。
妻
な
つ
は
享
保
二
年
(
-
七
一
七
）
七
一
歳
に
て
病
死
、

娘
し
ゅ
ん
も
同
年
四
一
歳
で
病
死
し
て
い
る
。
長
太
娘
ふ
じ
が
享
保
九
年
(
-
七
二
四
）
二
三
歳
で
病
死
し
て
い
る
。
旦
那
寺
は
、
い

ず
れ
も
一
向
宗
紀
伊
国
海
辺
郡
広
瀬
村
道
場
（
善
行
寺
）
で
あ
る
。
な
お
、
岡
島
か
わ
た
村
の
人
た
ち
と
旦
那
寺
が
同
じ
で
あ
る
こ
と

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

摂
州
東
成
郡
天
王
寺
村
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族
生
死
改
帳
の
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口



享
保
八
年
(
-
七
二
三
）
九
月
十
四
日
付
で
、
久
三
郎
（
清
八
）
か
ら
甥
三
郎
兵
衛
の
養
子
願
い
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
享
保

十
一
年
十
一
月
に
は
、
久
三
郎
（
三
郎
兵
衛
）
・
久
二
郎
の
両
名
は
、
い
っ
た
ん
役
儀
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
復
帰
直
後
に
無

宿
の
捕
物
一
件
で
活
躍
し
て
い
る
。

清
八
事
久
三
郎
よ
り
道
斎
殿
宛
の
宝
暦
九
年
(
-
七
五
九
）
十
月
付
「
一
札
之
事
」
に
よ
れ
ば
、
実
父
久
三
郎
が
隠
居
し
た
と
き
約

（督）

束
を
し
た
と
お
り
、
道
斎
の
養
子
に
な
り
、
「
御
役
儀
長
吏
家
徳
諸
式
」
を
譲
り
受
け
た
こ
と
が
分
か
る
。
養
父
養
料
と
し
て
御
夫
婦

一
代
、
畑
地
壱
ヶ
所
等
を
渡
し
、
道
斎
実
子
ー
清
八
に
と
っ
て
は
甥
ー
の
宇
兵
衛
•
三
郎
兵
衛
・
末
子
吉
を
兄
弟
分
と
し
て
、
末
々
ま

で
疎
か
に
し
な
い
こ
と
を
誓
っ
て
い
る
。

吹
上
非
人
村
の
長
吏
の
系
譜
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
は
あ
る
が
、
初
代
・
ニ
代
目
長
吏
と
「
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
」

の
「
先
久
三
郎
」
・
「
後
久
三
郎
」
と
は
合
致
す
る
ー
同
名
異
人
で
は
な
い
ー
と
考
え
て
も
矛
盾
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
転
び
キ
リ
シ
タ

ン
本
人
が
、
自
ら
の
意
志
で
他
領
に
引
っ
越
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
お
そ
ら
く
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
久
三
郎
は
、
紀
州
藩
に

よ
っ
て
、
和
歌
山
城
下
吹
上
非
人
村
の
初
代
長
吏
と
し
て
招
致
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
元
文
元
年
(
-
七
三
六
）
の
「
覚
」
は
、
吹
上
非
人
村
の
焼
失
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
牢
番
頭
か

ら
町
奉
行
所
に
提
出
さ
れ
た
願
書
の
な
か
で
、
「
大
坂
非
人
村
杯
焼
失
致
候
節
ハ
、
長
吏
共
町
中
へ
御
慈
悲
ヲ
請
二
罷
出
候
儀
も
御
座

候
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
或
い
は
、
長
吏
・
ニ
老
と
い
う
大
坂
四
ヶ
所
と
同
様
な
役
職
名
の
採
用
な
ど
、
大
坂
非
人
村
の
成

立
・
組
織
編
成
と
の
類
似
点
を
示
唆
す
る
も
の
が
あ
る
。

(
1
)
関
西
学
院
大
学
所
蔵
（
以
下
、
和
歌
山
県
立
図
書
館
編
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
に
よ
る
）
。

(
2
)
渡
辺
広
『
未
解
放
部
落
の
史
的
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
七
年
）
三
―
二
頁
以
下
。
藤
本
清
二
郎
「
和
歌
山
城
下
、
吹
上
非
人
村
の
形
成
と



摂
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卯
九
月
十
四
日

展
開
」
（
『
和
歌
山
地
方
史
研
究
』
第
八
号
、

三
年
）
五
四
九
頁
。

(
4
)
『
城
下
町
警
察
日
記
』
三
―
―
頁
。

久
三
郎
囲

一
九
八
五
年
）
、
紀
州
藩
牢
番
頭
家
文
書
編
纂
会
編
『
城
下
町
警
察
日
記
』
（
清
文
堂
出
版
、
二

0

0

(
3
)後
掲
•
史
料
2

。
藤
本
•
前
掲
論
文
は
、
「
吹
上
非
人
村
濫
腸
書
付
担
」
の
第
三
条
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
第
一
条
に
記
載
さ
れ
て
い
る
長
吏
役
の

(
5
)
紀
要
第
四
九
号
、
五
一
頁
。
「
摂
州
東
成
郡
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
」
に
は
、
正
徳
六
年
か
ら
享
保
十
九
年
ま
で
の
類
族
生
死
の
記
録

が
含
ま
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
最
初
に
正
徳
五
年
未
十
二
月
の
書
上
げ
以
降
に
出
生
し
た
二
名
の
類
族
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
）
。
正
徳
五
年
七
月

の
「
切
支
丹
類
族
生
死
之
覚
」
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
残
存
し
て
い
れ
ば
、
同
年
二
月
六
日
、
七
一
歳
で
病
死
し
た
「
後
久
三
郎
」
の
記
録
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
天
王
寺
村
に
は
、
「
後
久
三
郎
」
が
病
死
し
た
翌
年
か
ら
の
類
族
生
死
の
記
録
が
残
っ
た
こ
と
な
る
こ

(
6
)
四
代
目
は
、
甥
三
郎
兵
衛
を
養
子
と
し
て
迎
え
て
い
る
（
以
下
、
紀
州
藩
牢
番
頭
家
文
書
に
よ
る
）
。

奉
願
口
候
口
上
覚

私
儀
世
次
之
男
子
無
御
座
候
二
付
、
甥
三
郎
兵
衛
と
申
者
、
只
今
年
廿
三
二
罷
成
候
、
右
三
郎
兵
衛
義
、
常
々
悪
性
も
差
出
不
申
、
諸
事

（督）

御
公
用
等
相
勤
兼
申
間
敷
林
二
相
見
へ
申
二
付
、
私
養
子
二
仕
候
而
家
徳
ヲ
譲
り
、
末
々
名
跡
ヲ
次
せ
申
度
と
存
候
間
、
乍
恐
上
々
様
へ

宜
敷
被
仰
上
、
養
子
之
御
願
相
済
候
様
二
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
、
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

享
保
八
年

設
置
時
期
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
。

吹
上
非
人
村
願
主
長
り



用
覚
帳
」
『
城
下
町
警
察
日
記
』
、
四
四
三
頁
）
。

頭
御
衆
中
へ

乍
恐
奉
願
上
候
覚

去
霜
月
役
義
御
取
上
ケ
被
為
成
候
吹
上
非
人
村
長
吏
久
三
郎
久
二
郎
義
、
只
今
二
お
ゐ
て
相
慎
罷
有
候
、
右
跡
役
之
儀
ハ
外
之
も
の
二
申

付
、
相
勤
さ
せ
罷
有
候

久
三
郎
義
ハ
、
先
祖
道
斎
と
申
も
の
、
生
所
阿
励
之
非
人
二
而
湊
城
山
二
罷
有
候
処
、
利
口
成
者
二
而
御
座
候
故
、
私
共
見
立
候
而
、
非

人
村
長
吏
役
相
勤
さ
せ
申
候
、
其
後
只
今
之
久
三
郎
迄
五
代
相
続
無
別
条
相
勤
来
候

右
弐
人
共
常
々
御
用
筋
も
精
出
し
相
勤
候
者
之
義
二
御
座
候
得
ハ
、
何
と
そ
御
慈
悲
を
以
、
元
之
通
長
吏
役
二
被
為
仰
付
被
下
候
様
二
、

乍
恐
奉
願
上
候
、
已
上

未
三
月
十
一
日

同
十
四
日
相
済

な
お
、
享
保
十
二
年
未
三
月
二
十
八
日
無
宿
五
兵
衛
を
捕
え
た
者
の
な
か
に
、
「
三
郎
兵
へ
事
長
リ
久
三
郎
」
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
（
「
万
御

(
7
)
実
父
久
三
郎
が
隠
居
し
た
と
き
、
養
父
と
約
束
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
改
め
て
文
書
で
確
認
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

久
二
郎
義
ハ
、
親
よ
り
二
代
相
勤
申
候

同
村
二
ら
う
―
四

牢
番
頭
共

久
次
郎
＠
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卯
十
月

宝
暦
九
年

右
之
通
相
違
無
御
座
候
、
已
上

坪
壱
ヶ
所

銀
三
拾
目

道

5
北

是
ハ
十
月
礼
式

米
五
斗
是
ハ
正
月
礼
式

畑
地
壱
ヶ
所

シ
、
末
々
迄
疎
二
致
間
敷
候
、
為
後
日
一
札
如
此
御
座
候

一
五
道
斎
殿

一
札
之
事
（

抹

消

）

（

督

）

我
等
儀
実
父
□

D
久
三
郎
隠
居
候
節
、
其
元
と
御
約
束
之
通
、
其
元
之
養
子
二
罷
成
、
御
役
儀
長
吏
家
徳
諸
式
此
度
譲
受
申
候
、
然
上
ハ

養
父
養
料
と
し
て
左
之
通
御
夫
婦
一
代
相
渡
シ
可
申
候
、
尚
又
其
元
実
子
宇
兵
衛
殿
・
三
郎
兵
衛
殿
・
末
子
吉
三
人
共
我
等
兄
弟
分
二
致

証
人
二
老

同
三
老

清
八
事

長
九
郎

久
二
郎

久
三
郎



す
な
わ
ち
、
す
き
（
転
び
左
兵
衛
嫁
・
伝
弥
妻
）
、
な
っ

り
の
事
例
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

1

婚
姻
五
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
類
族
に
関
す
る
諸
問
題

(8)
「
後
久
三
郎
」
が
生
れ
た
年
ー
正
保
二
年
(
-
六
四
五
）
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
転
び
切
支
丹
十
名
が
下
難
波
村
庄
屋
か
ら
道
頓
堀
垣
外
長
吏
に
預

け
ら
れ
た
年
で
あ
る
。
初
代
長
吏
久
三
郎
（
「
先
久
三
郎
」
）
も
お
そ
ら
く
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
の
監
視
役
を
務
め
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

(9)
『
城
下
町
警
察
日
記
』
五
四
八
頁
。
例
え
ば
、
元
文
二
年
(
-
七
三
七
）
の
和
歌
山
城
下
に
お
け
る
贋
金
事
件
の
捜
査
活
動
に
お
い
て
、
紀
州
藩
牢

番
頭
が
鳶
田
長
吏
に
捜
査
協
力
の
依
頼
を
し
た
こ
と
の
意
味
ー
吹
上
非
人
村
長
吏
と
鳶
田
長
吏
の
所
縁
ー
に
つ
い
て
、
拙
稿
で
指
摘
し
て
い
る

（
拙
稿
「
紀
州
吹
上
非
人
村
初
代
長
吏
・
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
久
三
郎
に
つ
い
て
」
『
大
阪
の
部
落
史
通
信
』
第
三
四
号
、
二
0

0
四
年
）
。
な
お
藤
本

氏
は
、
「
非
人
頭
を
長
吏
(
-
老
・
ニ
老
な
ど
と
座
次
あ
り
）
と
い
う
点
な
ど
共
通
点
が
多
く
、
少
な
く
と
も
一
八
世
紀
前
半
期
に
は
相
互
に
極
め

て
親
し
く
行
き
来
が
盛
ん
で
あ
る
。
彦
坂
九
兵
衛
は
大
坂
を
真
似
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
前
掲
論
文
、
註
⑫
）
。

「
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
」
に
よ
れ
ば
、
享
保
七
年
(
-
七
二
二
）
道
頓
堀
垣
外
長
吏
積
右
衛
門
が
死
去
し
た
た
め
に
、
跡
役
と
し

て
鳶
田
垣
外
小
頭
伊
兵
衛
泄
枠
徳
蔵
を
垣
外
に
引
取
り
、
仁
兵
衛
と
改
名
し
て
役
儀
を
申
し
付
け
て
い
る
。
徳
蔵
は
積
右
衛
門
姉
婿

（
「
積
右
衛
門
筋
目
之
者
」
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
伊
兵
衛
は
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
久
三
郎
孫
で
あ
り
、
父
久
右
衛
門
は
鳶
田
垣
外
長
吏
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
垣
外
長
吏
一
族
の
間
に
姻
戚
関
係
の
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

「
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
各
類
族
の
添
え
書
き
（
以
下
、
丸
括
弧
で
示
す
）
か
ら
、
嫁
入
り
と
婿
入

（
転
び
久
三
郎
嫁
・
後
久
三
郎
妻
）
、
む
く
（
転
び
次
郎
右
衛
門
娠
・
宗
久

一
六



摂
州
東
成
郡
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
の
研
究
口

転
び
キ
リ
シ
タ
ン
久
三
郎
玄
孫
の
又
吉
が
、
摂
州
池
田
村
番
人
伝
右
衛
門
方
へ
、
同
じ
く
玄
孫
の
万
三
郎
が
、
河
州
瓜
破
村
番
人
小

頭
喜
兵
衛
方
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
養
子
に
遣
わ
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
前
述
し
た
よ
う
に
曾
孫
の
又
五
郎
が
、
天
満
垣
外
小
頭
作
重
郎
方
へ
養

子
に
遣
わ
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
久
三
郎
の
類
族
が
、
天
満
垣
外
小
頭
、
或
い
は
摂
州
及
び
河
州
の
番
人
小
頭
の
養
子
と
し
て
迎
え
ら

れ
て
い
る
。
垣
外
小
頭
役
或
い
は
番
人
小
頭
役
等
の
公
務
の
継
承
を
目
的
と
す
る
養
子
で
あ
る
。

欠
落
・
家
出

「
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
」
に
お
い
て
、
元
禄
十
年
(
-
六
九
七
）
五
月
、
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
久
右
衛
門
悴
久
兵
衛
の
女
房
ま
ん
が
、

乞
食
仲
間
喜
兵
衛
と
欠
落
し
た
件
で
は
、
二
人
は
ほ
ぼ
ニ
ヶ
月
後
立
ち
帰
る
が
、
喜
兵
衛
は
摂
河
共
追
放
、
ま
ん
は
た
と
え
久
兵
衛
か

ら
離
別
さ
れ
て
も
、
垣
外
に
差
し
置
く
よ
う
代
官
よ
り
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ん
は
、
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
嫁
（
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
悴
女

房
）
で
あ
っ
た
た
め
、
摂
河
追
放
と
は
な
ら
ず
、
垣
外
に
差
し
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
享
保
三
年
(
-
七
一
八
）

十
一
月
、
類
族
の
者
に
も
追
放
刑
が
科
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
」
に
よ
れ
ば
、
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
左
兵
衛
曾
孫
岩
は
、

の
家
出
に
関
す
る
報
告
に
お
い
て
、
年
齢
が
一
八
歳
で
あ
る
の
に
一
回
り
間
違
え
て
三
0
歳
と
し
た
た
め
、
代
官
所
は
江
戸
か
ら
こ
の

3
 

2

養
子

前
述
し
た
よ
う
に
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
。

女
房
）
、

一七

一
八
歳
の
と
き
家
出
し
て
い
る
。
岩

つ
ま
（
転
び
久
兵
衛
嫁
・
申
松
妻
）
、
ゐ
し
（
転
び
た
ね
娠
・
後
与
兵
衛
妻
）
＜
に
（
転
び
兵
治
娠
•
太
郎
右
衛
門
妻
）
、
こ

が
う
（
転
び
市
右
衛
門
悴
五
郎
諏
•
伊
兵
衛
妻
）
及
び
十
右
衛
門
（
転
び
市
右
衛
門
類
族
五
郎
婿
•
せ
ん
夫
）
。
七
人
の
嫁
と
一
人
の

婿
が
、
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
類
族
で
あ
る
か
、
「
平
人
」
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
久
三
郎
の
妻
む
く
は
、



ホ
唆
し
て
い
る
。

点
の
指
摘
を
う
け
て
い
る
。
江
戸
の
切
支
丹
奉
行
に
よ
る
書
面
審
査
が
厳
格
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

天
王
寺
村
岩
の
親
梅
松
•
庄
や
・
年
寄
か
ら
御
奉
行
様
宛
の
書
付
（
岩
の
家
出
に
関
す
る
報
告
）
に
は
「
天
王
寺
村
百
姓
転
左
兵
衛

孫
梅
松
枠
岩
」
（
傍
点
筆
者
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
転
左
兵
衛
類
族
の
生
死
改
め
を
含
む
場
合
、
庄
屋
か
ら
代
官
へ
の
類
族
生
死

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

改
め
に
関
す
る
報
告
の
末
尾
に
お
い
て
、
「
右
之
通
、
天
王
寺
村
領
内
堀
越
町
百
姓
之
内
井
両
垣
外
二
罷
在
候
転
切
支
丹
類
族
生
死
之

、
、
、
、
、
、
、

者
相
改
」
（
傍
点
筆
者
）
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
転
左
兵
衛
の
類
族
は
、
「
天
王
寺
村
領
内
堀
越
町
百
姓
之
内
」
に
暮
ら
し
て
い
る

類
族
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

浄
土
宗
竹
林
寺
以
外
の
旦
那
寺
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
浄
土
宗
以
外
に
大
念
仏
宗
、
浄
土
真
宗
寺
院
を
旦
那
寺
と
し
て
い

る
事
例
が
あ
る
。

①
左
兵
衛
系

嫁
す
き
・
孫
六
兵
衛
の
且
那
寺
は
大
念
仏
宗
松
井
寺
、
孫
の
五
郎
・
梅
松
・
三
五
郎
の
旦
那
寺
は
浄
土
宗
一
心
寺
末
天
暁
院
で
あ
り
、

両
寺
院
と
も
天
王
寺
村
に
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
左
兵
衛
の
孫
・
曾
孫
は
、
天
王
寺
村
領
内
堀
越
町
に
住
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
そ
の
旦
那
寺
が
一
心
寺
末
寺
の
う
ち
竹
林
寺
で
は
な
く
天
暁
院
で
あ
る
こ
と
も
、
彼
ら
が
垣
外
に
居
住
す
る
非
人
身
分
で

は
な
く
、
百
姓
の
中
の
「
類
族
身
分
」
ー
「
平
人
」
と
は
み
な
さ
れ
ず
、
「
非
人
身
分
」
に
準
じ
る
扱
い
を
う
け
る
ー
で
あ
る
こ
と
を

②
次
郎
右
衛
門
系

次
郎
右
衛
門
と
妻
か
め
の
旦
那
寺
は
竹
林
寺
と
考
え
ら
れ
る
が
、
嫁
む
く
の
旦
那
寺
は
南
平
野
町
浄
土
宗
寿
福
院
で
あ
る
。
宗
久
・

む
く
夫
妻
の
枠
二
人
の
う
ち
、
長
太
郎
は
竹
林
寺
、
岩
松
は
寿
福
院
と
旦
那
寺
を
異
に
し
て
い
る
。

4

且
那
寺

ノ＼



5

類
族
離
れ

紀
州
吹
上
村
久
三
郎
一
家
の
旦
那
寺
は
、
海
辺
郡
広
瀬
村
道
場
（
の
ち
の
善
行
寺
）
で
あ
っ
た
。
元
禄
九
年
子
二
月
二
十
四
日
付

（井）

「
覚
」
で
は
、
そ
の
本
寺
を
紀
州
名
賀
郡
伊
坂
村
蓮
乗
寺
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
富
田
本
照
寺
末
蓮
乗
寺
と
本
末
関
係
に
あ
る

こ
と
に
な
る
（
た
だ
し
、
本
末
関
係
を
巡
っ
て
争
論
が
あ
る
）
。
紀
州
藩
の
賤
民
支
配
は
、
長
吏
（
非
人
頭
）
が
牢
番
頭
の
指
揮
下
に

あ
る
こ
と
な
ど
、
大
坂
町
奉
行
の
支
配
よ
り
も
か
わ
た
身
分
と
非
人
身
分
の
序
列
化
が
よ
り
明
確
で
あ
る
。

ま
た
、
吹
上
非
人
村
の
人
た
ち
の
宗
旨
及
び
旦
那
寺
に
つ
い
て
、
前
述
の
文
化
十
三
年
の
「
吹
上
非
人
村
濫
棉
書
付
相
」
に
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
切
支
丹
井
八
歳
・
出
人
・
入
人
•
死
人
等
、
是
又
毎
年
三
月
私
共
ら
相
改
申
候
、
右
非

人
村
二
差
置
候
も
の
共
、
何
宗
二
而
茂
浄
土
真
宗
二
改
宗
致
さ
せ
、
村
中
一
統
私
共
之
旦
那
寺
岡
嶋
皮
田
村
善
行
寺
旦
那
三
rm宗
判
相
済
、

則
帳
面
ハ
乍
恐
御
番
所
様
へ
私
共
ち
奉
差
上
申
候
義
二
御
座
候
」
と
あ
る
。
吹
上
非
人
村
に
差
し
置
か
れ
た
人
た
ち
は
全
員
浄
土
真
宗

に
改
宗
さ
せ
ら
れ
て
、
牢
番
頭
と
同
じ
寺
院
の
旦
那
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
非
人
村
に
差
し
置
く
際
、
何
宗
で
あ
っ
て
も
強

制
的
に
改
宗
さ
せ
る
と
い
う
問
題
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
転
宗
さ
せ
て
非
人
身
分
に
貶
め
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
が
あ
る
。

元
禄
八
年
(
-
六
九
五
）
切
支
丹
類
族
令
に
お
い
て
、
玄
孫
の
女
子
は
「
類
族
離
れ
」
の
対
象
と
し
て
解
釈
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
「
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
」
に
よ
れ
ば
、
庄
屋
・
年
寄
は
、
玄
孫
女
子
に
つ
い
て
も
毎
年
二
回
生
死
の
調
査
を
行
い

代
官
に
報
告
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
享
保
五
年
十
二
月
の
「
転
切
支
丹
類
族
出
生
之
覚
」
に
は
、
転
市
右
衛
門
玄
孫

摂
州
東
成
郡
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
の
研
究
口

④

久

三

郎

系

(11) 

す
て
孫
の
五
郎
兵
衛
の
旦
那
寺
は
、
摂
津
国
住
吉
郡
住
吉
村
大
念
仏
宗
宝
泉
寺
で
あ
る
。
す
て
孫
の
五
郎
兵
衛
に
つ
い
て
も
、
左
兵

衛
類
族
の
場
合
と
同
様
、
天
王
寺
村
領
内
堀
越
町
に
居
住
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

(3) 

す
て
系

一
九



(
4
)
紀
要
第
四
九
号
、
八
五
頁
。

(
3
)
紀
要
第
四
九
号
、
七
七
、
七
八
、
八
五
頁
。

す
な
•
わ
さ
、
転
久
三
郎
玄
孫
小
ま
す
•
さ
き
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
代
官
か
ら
江
戸
の
切
支
丹
奉
行
に
報
告
す
る
際
、
つ
ぎ
の
事
例
に
関
し
て
は
、
玄
孫
女
子
は
除
か
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ

る
。
「
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
」
に
よ
れ
ば
、
前
述
の
徳
蔵
が
享
保
七
年
に
道
頓
堀
垣
外
へ
引
っ
越
し
た
際
、
徳
蔵
の
娘
で
あ
る
先
久
三

郎
玄
孫
ま
つ
（
八
歳
）
・
小
ま
つ
（
三
歳
）
の
両
名
は
、
「
先
御
年
吟
味
之
上
、
類
族
御
除
被
遊
候
段
紛
無
之
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

転
久
三
郎
曾
孫
つ
な
（
さ
る
松
娘
）
に
つ
い
て
、
「
右
之
類
族
、
曾
孫
二
而
も
女
子
之
分
、
御
屋
敷
御
除
被
成
候
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
転
久
三
郎
曾
孫
へ
ん
（
捨
松
娘
）
に
つ
い
て
も
、
「
御
屋
敷
へ
無
覚
故
、
御
帳
面
二
無
之
、
則
除
申
候
」
と
記
載
さ
れ
て

(19) 

い
る
。
曾
孫
つ
な
・
ヘ
ん
の
両
名
の
出
生
に
つ
い
て
は
、
庄
屋
か
ら
代
官
石
原
新
十
郎
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
享
保
七
年
(
-
七
二

二
）
に
代
官
が
久
下
藤
十
郎
に
交
替
し
た
際
、
そ
の
引
継
ぎ
書
類
に
は
「
曾
孫
へ
ん
」
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
代
官
は
こ
の
事
例
に
お
い
て
、
曾
孫
の
女
子
も
「
類
族
離
れ
」
の
対
象
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
二
例
か
ら
も
、
長
年
に
わ
た
る
類
族
改
め
に
お
い
て
、
代
官
役
所
の
帳
面
と
庄
屋
の
控
に
異
同
の
生
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
「
類
族
離
れ
」
に
関
し
て
両
者
の
解
釈
が
違
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
長
吏
、
庄
屋
及
び
代
官
所
の
類
族

の
解
釈
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
検
討
し
た
い
。

(20) 

な
お
、
類
族
の
身
分
解
放
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
朝
比
奈
修
氏
の
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。

(
1
)

『
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
』
上
巻
、
一
五
九
頁
以
下
。

(
2
)
紀
要
第
四
九
号
、
五
四
、
五
五
、
五
八
、
七
0
、
八
一
、
八
二
、
九
0
、
六
五
頁
。

ニ
O



転びキリシタン 男・女 親

男
女 女 男 男 男

女
ヘ

＾ 
ヘ

＾ ^  
ヘ

同 同 同 同

> > 子
右ヽ 右ヽ 右ヽ 右ヽ

後 則‘’ 

の の
~ 子 ｀ 子

』 9

反忍 男 女 男 男 男 孫
嘉李
はの

昇
女 男 男 喜岱は

虐ヽ
『

男 男
玄
孫

男

乱
⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 

(
1
3
)後掲
•
史
科
2

(11)
紀
要
第
四
九
号
、
五
二
頁
。

(
5
)
『
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
」
上
巻
、
八
九
頁
以
下
。

(
6
)後
掲
•
史
料
1
0

(
7
)
紀
要
第
四
九
号
、
八
八
頁
、
八
九
頁
、
五
0
頁
、
五
三
頁
、
五
四
頁
、
六
四
頁
。

(
8
)
紀
要
第
四
九
号
、
四
九
、
五
0
、
五
四
、
五
九
頁
。

(10)
紀
要
第
四
九
号
、
七
0
、
九
三
頁
。
次
郎
右
衛
門
系
の
子
孫
は
、
次
郎
右
衛
門
の
孫
の
代
で
断
絶
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(12)
神
戸
市
立
博
物
館
所
蔵
「
悲
田
院
長
吏
文
書
」
。
前
掲
・
拙
稿
「
紀
州
吹
上
非
人
村
初
代
長
吏
・
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
久
三
郎
こ
つ
い
て
一
、
大
阪
の

部
落
史
委
員
会
編
「
大
阪
の
部
落
史
」
第
一
巻
史
料
編
考
古
／
古
代
・
中
世
／
近
世
l

（
解
放
出
版
社
、

(14)
元
禄
八
年
切
支
丹
類
族
令
に
基
づ
き
朝
比
奈
修
氏
が
作
成
し
た
表
を
掲
げ
る
（
註
20)
。

摂
州
東
成
郡
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
の
研
究
口

(
9
)
『
悲
田
院
文
書
』
五
七
、
六
0
頁
。
紀
要
第
四
九
号
、
五
八
頁
。

二
0
0
五
年
、

五
（
）
四
頁
）
＾
）



お
わ
り
に

四
号
、

(19)
同
前
、
六
一
、
六
四
頁
。

(18)
同
前
、
八
四
頁
。

(17)
紀
要
第
四
九
号
、
七
六
頁
。
な
お
、
「
つ
る
」
を
「
つ
な
」
に
訂
正
す
る
。

(20)
「
『
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
』
に
お
け
る
非
人
の
足
洗
い
に
つ
い
て
ー
幕
府
法
令
と
非
人
解
放
の
実
態
ー
」
（
『
関
西
大
学
法
学
論
集
」
第
四
0
巻
第

一
九
九
0
年
）
。
そ
の
な
か
で
、
長
吏
自
身
の
内
面
に
浸
透
し
た
血
統
論
を
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
大
坂
四
ヶ
所
の
う
ち
、
道
頓
堀
、
悲
田
院
、
鳶
田
の
各
長
吏
が
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
及
び
そ
の
類
族
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
実
証
し
た
。
さ
ら
に
紀
州
和
歌
山
城
下
吹
上
非
人
村
長
吏
に
つ
い
て
も
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
と
そ
の
類
族
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。

い
ず
れ
の
場
合
も
、
長
吏
の
相
続
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
血
統
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

(
l
)
 

非
人
身
分
の
周
辺
で
は
な
く
、
そ
の
中
核
に
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
と
そ
の
類
族
が
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
大
坂
四
ヶ
所
長
吏
に
つ
い
て
は
、
単
な
る
非
人
一
般
の
定
義
ー
野
非
人
に
関
す
る
説
明
ー
で
一
括
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

転
宗
者
の
自
分
を
お
と
し
て
、
も
と
の
信
仰
仲
間
の
監
視
を
さ
せ
る
、
あ
る
い
は
、
警
察
業
務
（
野
非
人
の
統
制
を
含
む
）
を
担
当
さ

し
て
い
る
（
紀
要
第
四
九
号
、
六
四
頁
）
。

(16)
『
道
頓
堀
非
人
関
係
文
書
』
上
巻
、

(15)
紀
要
第
四
九
号
、
六
三
、
六
四
頁
。
悲
田
院
長
吏
及
び
鳶
田
長
吏
は
、
転
び
類
族
の
出
生
に
つ
い
て
玄
孫
ま
で
天
王
寺
村
庄
屋
へ
報
告
す
る
よ
う
、

申
し
伝
え
ら
れ
て
い
た
（
「
右
類
族
出
生
御
断
之
儀
、
前
々
ち
玄
孫
限
之
由
申
伝
」
悲
田
院
長
吏
文
書
）
。

一
五
九
頁
以
下
。
た
だ
し
、
「
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
」
で
は
、
「
小
ま
つ
」
を
「
小
ま
す
」
と
記



（
付
記
）

せ
る
と
こ
ろ
に
近
世
賤
民
制
の
構
想
が
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

(
l
)
近
年
、
中
尾
健
次
氏
に
よ
っ
て
、
相
州
鎌
倉
極
楽
寺
村
の
長
吏
太
郎
左
衛
門
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で

氏
は
、
「
転
び
キ
リ
シ
タ
ン
と
長
吏
組
織
の
結
び
つ
き
が
単
な
る
偶
然
な
の
か
、
そ
れ
と
も
何
ら
か
の
必
然
性
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
重
要
な
問

題
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
「
『
相
州
鎌
倉
極
楽
寺
村
長
吏
類
門
帳
』
に
つ
い
て
」
『
部
落
解
放
研
究
』
第
一
四
七
号
、
二
0
0
二
年
）
。

そ
の
後
、
鳥
山
洋
氏
が
関
連
史
料
の
紹
介
を
さ
れ
て
い
る
（
「
『
相
州
鎌
倉
極
楽
寺
村
長
吏
類
門
帳
』
と
関
連
す
る
史
料
に
つ
い
て
」
「
明
日
を
拓

く
』
第
四
九
号
、
二
0
0
三
年
）
。

関
西
学
院
大
学
所
蔵
「
紀
州
藩
牢
番
頭
家
文
書
」

の
閲
覧
及
び
翻
刻
・
掲
載
に
あ
た
っ
て
、
林
紀
昭
•
関
西
学
院
大
学
法
学
部
教
授

か
ら
ご
高
配
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
こ
こ
に
明
記
し
、
深
謝
の
意
を
表
す
る
。

摂
州
東
成
郡
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
の
研
究
口



拙
者
御
代
官
所
摂
津
国
西
成
郡
川
崎
村
乞
食
転
切
支
丹
惣
次
郎

覚

名
入
違
一
通
ツ
、

前
田
安
芸
守
殿

小
幡
三
郎
左
衛
門
殿

右
之
通
、
書
状
相
添
一
通
ツ
、
遣
之
候
、
状
之
文
言
ハ
覚
書
之

心
を
以
認
遣
候
、
御
返
答
二
例
之
通
取
置
セ
候
様
二
と
申
来
候

得
者
、
死
骸
取
置
セ
又
覚
書

匹
禄
八
年
乙
亥
年
六
月
十
四
日
何
ノ
何
左
衛
門

塩
詰
之
者
伺
書
文
言

覚

拙
者
御
代
官
所
摂
州
西
成
郡
川
崎
村
乞
食
転
切
支
丹
惣
次
郎
悴

仁
助
、
父
不
転
以
前
出
生
本
人
同
前
、
当
亥
六
月
十
三
日
六
十

七
歳
二
而
致
病
死
候
、
依
之
即
刻
検
使
差
遣
、
死
骸
相
改
候
所
、

別
條
無
御
座
候
二
付
、
塩
詰
二
申
付
置
候
、
御
差
図
次
第
可
申

付
候
、
以
上

所
蔵
〕

ー

憲
教
類
典

〔
史
料
〕

四
之
十
六

切
支
丹
（
抄
）
〔
国
立
公
文
書
館

枠
仁
助
、
当
亥
六
月
十
三
日
六
十
七
歳
二
而
致
病
死
候
、
此
仁

助
儀
、
父
惣
次
郎
切
支
丹
不
転
以
前
出
生
本
人
同
前
二
罷
成
候
、

依
之
死
骸
相
改
、
別
條
無
之
二
付
、
塩
詰
二
申
付
、
任
御
差
図
、

旦
那
寺
同
国
大
坂
道
頓
堀
浄
土
宗
竹
林
寺
二
而
土
葬
二
取
置
申

候
、
為
其
如
此
御
座
候
、
以
上

nド川
E
半
書
判

元
禄
八
年
乙
亥
年
六
月
晦
日
何
ノ
何
左
衛
門

前
田
安
芸
守
殿
名
入
違
一
通
ツ
、

小
幡
三
郎
左
衛
門
殿

右
書
状
相
添
遣
候
得
者
、
最
前
之
伺
書
被
引
替
、
御
返
し
被
成

候
、
状
之
文
言
者
証
文
之
心
を
以
て
認
之
候

塩
詰
之
者
庄
屋
年
寄
旦
那
寺
ち
可
取
証
文
之
文
言

差
上
申
一
札
之
事

摂
津
国
西
成
郡
川
崎
村
乞
食
在
所
二
罷
在
候
転
切
支
丹
惣
次
郎

嫡
男
仁
助
本
人
同
前
之
者
、
当
亥
六
十
七
歳
二
而
今
十
三
日
辰

刻
病
死
仕
候
、
右
仁
助
儀
浄
土
宗
竹
林
寺
旦
那
二
紛
無
御
座
候
、

依
之
御
役
人
衆
被
遣
、
死
骸
御
改
被
成
候
処
、
怪
敷
儀
少
も
無

之
二
付
、
塩
詰
二
被
仰
付
、
切
支
丹
御
奉
行
様
5
被
得
御
下
知
、

御
差
図
有
之
迄
者
、
竹
林
寺
井
庄
屋
年
寄
江
御
預
ヶ
被
成
、
悔

ニ
四



差
上
申
一
札
之
事

摂
津
国
西
成
郡
川
崎
村
乞
食
在
所
二
罷
在
候
転
切
支
丹
惣
次
郎

摂
州
東
成
郡
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
の
研
究
口

同
可
引
替
手
形
之
文
言

御
代
官
何
ノ
何
左
衛
門
様

冗
禄
八
乙
亥
年
六
月
十
三
日

同
村
年
寄

左
兵
衛
印

川
崎
村
庄
屋

善
右
衛
門
印

大
坂
道
頓
堀
竹
林
寺

昌
悦
印

預
り
申
所
実
正
二
御
座
候
、
重
而
御
下
知
御
座
候
迄
者
、
位
牌

石
塔
葬
礼
之
作
法
不
仕
、
死
骸
成
程
入
念
昼
夜
番
人
附
置
、
大

切
二
可
仕
候
、
右
仁
助
儀
生
付
之
か
た
わ
二
而
右
之
手
く
び
ち

先
無
御
座
候
、
若
死
骸
御
尋
之
節
者
無
相
違
様
二
仕
、
急
度
差

上
可
申
候
、
為
後
日
俯
如
件

二
五

嫡
男
仁
助
儀
、
当
寺
旦
那
二
而
御
座
候
、
然
所
二
右
仁
助
儀
、

当
六
月
十
三
日
六
十
七
歳
二
而
病
死
仕
候
、
早
速
御
検
使
被
遣
、

死
骸
御
改
被
成
候
処
、
怪
敷
儀
茂
無
御
座
、
本
人
同
前
之
者
ニ

而
御
座
候
二
付
、
死
骸
塩
詰
二
被
仰
付
、
拙
僧
井
川
崎
村
庄
屋

年
寄
二
御
預
ヶ
置
被
成
、
切
支
丹
御
奉
行
様
江
御
窺
被
成
候
処
、

例
之
通
取
置
候
様
二
と
御
下
知
御
座
候
旨
被
仰
渡
、
則
土
葬
二

仕
、
当
寺
墓
所
二
埋
置
申
候
、
若
取
置
様
浄
土
宗
作
法
二
違
候

儀
仕
置
候
ハ
ヽ
、
御
詮
議
之
上
何
分
之
越
度
二
も
可
被
仰
付
候
、

為
其
一
札
差
上
申
候
、
以
上

浄
土
宗
知
恩
院
派
天
王
寺
一
．
心
寺
末
寺

大
坂
道
頓
堀
竹
林
寺

昌
悦

元
禄
八
乙
亥
年
七
月
三
日

前
書
之
通
、
仁
助
死
骸
竹
林
寺
住
持
昌
悦
井
拙
者
共
立
会
土
葬

二
取
置
申
候
、
若
取
置
様
怪
敷
儀
仕
置
候
由
、
後
日
二
御
聞
被

成
候
ハ
ヽ
、
御
餃
議
之
上
拙
者
共
迄
何
分
之
曲
事
二
も
可
被
仰

何
ノ
何
左
衛
門
様



一
塩
詰
致
さ
せ
様
ハ
、
検
使
遣
之
、
其
死
骸
ゆ
る
り
と
入
候
程

之
瓶
を
調
さ
せ
、
其
瓶
二
死
骸
を
入
、
耳
口
へ
も
塩
を
込
入

さ
せ
、
勿
論
瓶
之
口
迄
一
は
い
が
四
方
5
す
き
ま
な
き
様
二

塩
を
詰
さ
せ
、
厚
サ
壱
寸
斗
之
板
蓋
二
其
時
之
年
号
月
日
井

其
者
之
名
歳
迄
委
敷
書
付
、
ふ
た
を
縄
二
而
し
め
さ
せ
、
旦

那
寺
・
庄
屋
・
年
寄
二
封
致
さ
せ
、
封
之
所
竹
の
皮
二
而
包
、

墓
所
之
内
深
く
穴
を
ほ
ら
せ
、
そ
れ
江
沈
て
蓋
の
上
が
大
き

成
重
キ
石
を
置
、
其
上
へ
土
を
か
け
、
雨
水
底
へ
通
り
不
申

候
様
二
外
之
所
b
も
土
を
高
く
成
程
お
か
せ
、
四
方
二
垣
致

さ
せ
、
江
戸
よ
り
御
下
知
相
済
候
迄
者
、
壱
人
ツ
、
昼
夜
番

致
さ
せ
候
事

従
江
戸
土
葬
二
為
取
置
候
様
二
と
御
下
知
有
之
候
得
者
、
其

同
村
年
寄

左
兵
衛

摂
津
国
西
成
郡
川
崎
村
庄
屋

善
右
衛
門

付
候
、
為
後
日
奥
印
仕
差
上
申
候
、
以
上

川
崎
村
庄
屋

善
右
衛
門

摂
津
国
大
坂
道
頓
堀
竹
林
寺

昌
悦

村
々
庄
屋
・
年
寄
江
其
通
申
渡
、
死
骸
者
右
瓶
江
入
置
候
、

居
な
り
二
差
置
申
事
二
候

類
族
病
死
手
形
之
文
言

差
上
申
一
札
之
事

摂
津
国
西
成
郡
川
崎
村
乞
食
在
所
二
罷
在
候
転
切
支
丹
小
ち
ょ

（め）

諏
仁
兵
衛
妻
む
ろ
、
当
亥
四
十
七
歳
二
罷
成
候
女
、
当
七
月
中

旬
15
腹
中
相
煩
、
今
十
八
日
酉
刻
病
死
仕
候
、
則
御
注
進
申
上

候
得
ハ
、
為
御
検
使
何
之
何
左
衛
門
殿
被
差
遣
、
死
骸
御
改
被

成
候
処
、
怪
敷
儀
も
無
御
座
候
二
付
、
夫
仁
兵
衛
願
二
而
火
葬

二
取
置
候
様
被
仰
付
、
旦
那
寺
浄
土
宗
竹
林
寺
住
持
昌
悦
井
庄

屋
・
年
寄
立
合
、
浄
土
宗
作
法
二
取
置
申
所
紛
無
御
座
候
、
若

以
来
取
置
様
相
違
之
様
二
申
者
御
座
候
ハ
ヽ
、
御
餃
議
之
上
判

形
之
者
共
如
何
様
之
曲
事
二
も
可
被
仰
付
候
、
為
後
日
初
如
件

元
禄
八
年
乙
亥
十
月

二
六



摂
州
東
成
郡
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
の
研
究
口

前
田
安
芸
守
殿

二
季
届
之
文
言

転
切
支
丹
類
族
出
生
覚

拙
者
御
代
官
所
摂
津
国
西
成
郡
川
崎
村
乞
食
転
切
支
丹
孫
七
曾

孫
四
郎
兵
衛
娠
、
当
亥
四
月
出
生
名
ハ
小
ま
ん
と
申
候
、
居
所

宗
旨
旦
那
寺
父
同
前
二
而
御
座
候
、
右
之
通
類
族
壱
人
致
出
生

候
間
、
為
御
断
如
斯
御
座
候
、
以
上

元
禄
八
年
乙
亥
年
七
月
一
日

小
幡
三
郎
左
衛
門
殿

此
外
二
茂
出
生
有
之
候
得
者
、
村
ハ
違
候
而
も
一
書
二
い
た
し

一
紙
二
書
載
申
候

転
切
支
丹
類
族
病
死
之
覚

拙
者
御
代
官
所
摂
津
国
西
成
郡
川
崎
村
乞
食
転
切
支
丹
小
ち
ょ

諏
仁
兵
衛
妻
む
め
、
当
亥
六
月
十
八
日
四
十
七
歳
二
而
病
死
、

誰
様

名
入
違
一
通
ツ
、

何
ノ
何
左
衛
門

同
村
年
寄

書
判

佐
兵
衛

小
幡
三
郎
左
衛
門
様

右
之
断
書
、
京
都
御
郡
代
衆
江
も
壱
通
ツ
、
御
名
宛
二
而
差
上

申
候
、
添
状
者
両
方
之
証
文
役
与
力
迄
連
状
休
い
た
し
、
断
書

も
一
所
二
封
入
遣
之
候
、
状
之
文
言
如
左

前
田
安
芸
守
様

一
通

一
筆
啓
上
仕
候
、
然
者
拙
者
御
代
官
所
二
罷
在
候
転
切
支
丹
類

族
、
今
月
九
日
迄
生
死
相
改
、
書
付
弐
通
差
上
申
候
、
右
書
付

工
茂
別
紙
弐
通
差
上
申
候
、
恐
恨
謹
言

前
田
安
芸
守
殿

小
幡
三
郎
左
衛
門
殿
、
1

七

月

十

五

日

何

ノ

何

左

衛

門

小
幡
三
郎
左
衛
門
殿

添
状
之
文
言

前
田
安
芸
守
殿

一
通

二
七

旦
那
寺
大
坂
道
頓
堀
浄
土
宗
竹
林
寺
二
而
取
置
申
候
、
右
之
通

類
族
壱
人
致
病
死
候
間
、
為
御
断
如
此
御
座
候
、
以
上

元
禄
八
乙
亥
年
七
月
十
日

名
入
違
一
通
ツ
、

御
代
官何
ノ
何
左
衛
門
iHn畔



十
一
月

一
筆
令
啓
上
候
、
然
者
拙
者
御
代
官
所
二
罷
在
候
転
切
支
丹

類
族
、
今
月
九
日
迄
生
死
相
改
、
書
付
弐
通
進
之
候
、
御
請

取
可
被
下
候
、
切
支
丹
奉
行
衆
江
之
書
付
ハ
此
方
よ
り
差
越

申
候
、
恐
愧
謹
言

七
月
十
五
日

京
都
与
力

証
文
役
与
力
四
人

右
断
書
両
方
江
遣
候
故
、
二
通
ツ
、
之
内
者
四
通
と
認
之
候
、

御
郡
代
所
江
者
断
書
不
遣
候
、
御
代
官
方
も
有
之
候

享
保
三
戊
戌
年
十
一
月

類
族
之
者
只
今
迄
者
追
放
二
者
不
罷
成
候
得
共
、
追
放
申
付

候
而
も
不
苦
候
事

一
離
別
又
者
養
子
之
義
絶
二
而
類
族
を
は
な
れ
候
者
者
、
二
季

二
両
判
之
証
文
を
以
可
相
届
候
、
変
死
・
病
死
•
死
罪
・
欠

落
・
遁
世
等
者
、
二
季
無
判
以
書
付
可
相
届
候
事

宝
暦
八
年
戊
寅
年
五
月
御
勘
定
奉
行
江

何
ノ
何
左
衛
門

山
本
平
八
郎
御
代
官
所

伊
豆
国
峯
村

治
郎
兵
衛

右
之
者
儀
先
年
妻
離
別
致
し
候
節
、
枠
市
五
郎
共
二
妻
之

兄
谷
津
村
佐
兵
衛
か
た
へ
引
取
候
、
然
ル
所
右
市
五
郎
儀
、

前
年
呂
采
国
江
漂
流
し
、
御
制
禁
之
国
々
留
り
、
再
帰
国

之
存
念
無
之
由
、
致
同
船
候
者
共
帰
国
之
上
申
聞
候
、
依

之
右
次
郎
兵
衛
儀
切
支
丹
類
族
之
取
計
可
仕
旨
、
平
八
郎

江
可
被
申
渡
候
、
委
細
之
儀
ハ
神
尾
備
前
守
•
織
田
肥
後

守
江
可
被
承
合
候

松
平
右
近
将
監
殿
御
渡

明
和
三
丙
戌
年
十
月
十
六
日

大
目
付
江

古
切
支
丹
転
切
支
丹
類
族
之
面
々
、
生
死
其
外
異
変
年
々

七
月
十
二
月
無
解
怠
相
改
候
儀
者
勿
論
之
事
二
候
得
共
、

近
来
届
後
茂
有
之
旨
相
聞
候
、
左
様
二
者
有
之
間
敷
儀
二

候
、
向
後
二
季
之
改
異
変
無
之
候
共
、
有
無
宗
門
改
可
相

届
候
、
且
又
毎
年
十
月
二
至
リ
差
上
候
宗
門
改
証
文
茂
無

ニ
八



一
吹
上
非
人
村
之
儀
者
元
来
牢
番
頭
共
之
手
下
二
而
、
乍
恐
浅

野
紀
伊
守
様
御
時
代
6
有
来
り
候
処
、
右
村
之
者
共
切
支
丹

宗
門
二
成
、
転
不
申
候
付
、
人
数
八
拾
人
余
御
仕
置
被
為
仰

→ 

摂
州
東
成
郡
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
の
研
究
口

覚

田
中
泉
左
衛
門
様

土
生
廣
右
衛
門
様
御
代

富
田
甚
左
衛
門
様
覚

牢
番
頭
共

相
認
メ
差
上
候
写
シ
、
則
久
田
様
へ
差
上
申
候

御
与
力
衆
久
田
幸
之
右
衛
門
様
ち
被
為
仰
付
吉
左
衛
門

吹
上
非
人
村
濫
腸
書
付
差
出
シ
候
拍

（
表
紙
）

紀
州
藩
牢
番
頭
家
文
書
〕

2

吹
上
非
人
村
濫
腸
書
付
担
〔
関
西
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵

戌
十
月

（
役
脱
力
）

遅
滞
、
宗
門
改
江
差
出
可
申
候

右
之
趣
向
々
江
可
被
相
触
候

L_  （
下
略
）

右
非
人
村
地
面
之
儀
、
壱
丁
四
方
と
申
来
候
得
共
、
東
西

四
拾
八
間
半
南
北
五
拾
三
間
程
御
座
候
、
猶
又
右
村
際
東

通
筋
道
端
二
畑
地
仕
候
、
右
も
非
人
村
地
面
之
内
休
て
北

東
ハ
町
家
限
り
、
南
ハ
神
明
前
道
限
二
而
御
座
候
処
、
神

ら
せ
申
候

二
九

付
、
既
二
非
人
村
退
転
仕
候
処
、
元
和
年
中
乍
恐
御
入
国
以

来
追
々
御
城
下
御
繁
昌
二
付
、
非
人
村
無
之
候
而
ハ
町
御
家

中
非
人
之
制
道
難
成
候
付
、
乍
恐
彦
坂
九
兵
衛
様
江
私
共
先

祖
之
者
共
奉
願
上
、
已
前
之
通
非
人
村
地
私
共
江
頂
戴
仕
、

非
人
村
再
建
致
、
町
非
人
差
置
御
座
候
処
、
寛
永
年
中
阿
品

之
非
人
道
斎
と
申
者
、
湊
城
山
辺
二
罷
在
、
牢
番
頭
共
目
を

か
け
置
、
胡
乱
者
等
気
付
か
せ
、
毎
々
御
用
立
候
故
、
右
之

段
奉
申
上
、
道
斎
初
而
非
人
村
長
吏
二
取
立
申
候
俵
二
御
座

候
、
か
今
お
ゐ
て
長
り
役
申
付
候
節
ハ
、
私
共
ら
見
立
候
而

御
願
申
上
候
事
二
御
座
候

一
非
人
村
地
、
牢
番
頭
共
頂
戴
仕
候
御
免
許
地
二
而
、
手
下
非

人
抱
差
置
御
座
候
、
依
之
右
地
子
と
し
て
大
角
豆
三
斗
宛
、

例
年
私
共
江
請
取
来
り
候
、
其
外
村
徳
用
筋
長
吏
一
―
一
人
江
取



明
前
空
地
ハ
神
明
江
借
渡
シ
在
之
候
付
、
右
地
子
長
り
共

へ
取
ら
せ
御
座
候
、
右
之
通
長
り
共
へ
徳
用
付
御
座
候
儀

ハ
、
私
共
毎
々
御
用
二
付
入
込
候
節
、
支
度
等
致
候
失
却

相
懸
り
申
候
儀
二
御
座
候
事

一
非
人
村
之
儀
、
牢
番
頭
共
御
免
許
地
二
差
置
候
而
、
長
吏
非

人
改
共
ハ
勿
論
、
村
方
一
統
私
共
之
手
下
二
御
座
候
付
、
諸

事
御
触
事
諸
御
用
等
ハ
私
共
ち
取
計
申
聞
ケ
候
付
、
村
方
制

道
諸
法
度
御
定
書
等
、
毎
年
正
月
十
九
日
夜
私
共
非
人
村
江

入
込
、
村
中
之
も
の
共
へ
申
渡
し
承
知
印
形
取
置
申
候
、
切

支
丹
井
八
歳
・
出
人
・
入
人
・
死
人
等
、
是
又
毎
年
三
月
私

共

5
相
改
申
候
、
右
非
人
村
二
差
置
候
も
の
共
、
何
宗
二
而

茂
浄
土
真
宗
二
改
宗
致
さ
せ
、
村
中
一
統
私
共
之
旦
那
寺
岡

嶋
皮
田
村
善
行
寺
旦
那
二
而
宗
判
相
済
、
則
帳
面
ハ
乍
恐
御

番
所
様
へ
私
共
b
差
上
申
候
儀
二
御
座
候

一
吹
上
非
人
村
二
非
人
改
役
相
初
り
候
ハ
、
貞
享
三
年
寅
八
月
、

私
共
二
見
立
申
出
候
様
被
為
仰
付
、
左
之
も
の
共
を
申
上
、

初
而
非
人
改
二
被
為
仰
付
候

右
之
も
の
共
、
非
人
改
被
為
仰
付
候
硼
、
在
中
壱
万
石
二
壱
人

ツ
、
非
人
番
之
内
惣
廻
り
と
申
も
の
出
来
仕
候
、
給
分
ハ
金
弐

歩
ツ
、
被
下
候
、
休
今
お
ゐ
て
非
人
改
申
付
候
節
ハ
、
私
共

5

見
立
御
願
申
上
候
儀
二
御
座
候
、
乍
恐

大
須
賀
五
六
左
衛
門
様
御
代

柴
田
才
右
衛
門
様

御
組
頭横
田
佐
大
夫
様

同 同 同 同

三
〇

加
兵
衛

権
七
六
蔵
吉
六

非
人
村長
右
衛
門



西
村
武
左
衛
門
様

一
元
禄
十
年
丑
十
月
非
人
村
内
二
壱
間
半
二
五
間
之
御
救
小
屋

（
小
脱
）

右
御
救
屋
ハ
其
後
追
々
御
出
来
御
座
候
へ
共
、
当
時
ハ
弐
ヶ

所
二
相
成
御
座
候

一
非
人
村
囲
之
儀
ハ
、
正
徳
二
年
辰
七
月
廿
五
日
畑
屋
敷
丁
乱

心
萩
平
と
申
者
入
置
候
付
、
御
救
小
屋
之
内
江
壱
間
四
方
之

か
こ
ひ
初
而
御
出
来
候
処
、
元
文
元
年
辰
霜
月
村
中
出
火
之

節
、
囲
焼
失
、
夫

B
又
々
再
建
仕
候
、

右
囲
之
儀
、
寛
政
六
年
午
六
月
廿
日

b
溜
と
唱
相
替
り
申

候
、
然
処
近
年
溜
不
メ
り
成
品
、
毎
々
有
之
候
付
、
錠
鍮

共
私
共
封
印
懸
ケ
、
長
り
共
へ
預
ケ
置
候
儀
―
―
御
座
候

右
之
通
御
座
候
付
、
乍
恐
書
付
奉
指
上
候
、
以
上

摂
州
東
成
郡
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
の
研
究
口

塩
崎
安
左
衛
門
様

西
村
武
左
衛
門
様

御
組
頭

初
而
御
出
来
仕
候
、
乍
恐

山
野
井
惣
兵
衛
様
御
代

高
岡
市
左
衛
門
様

と
し
た
。

立
」
『
近
世
都
市
の
内
部
構
造
と
そ
の
変
化
に
関
す
る
研
究
」
和
歌
山
大

「
吹
上
非
人
村
成
立
申
上
候
願
書
写
」
と
照
合
し
た
と
こ
ろ
、
本
文
第
二

条
及
び
第
六
条
の
二
文
字
下
げ
た
部
分
は
原
本
の
下
紙
に
記
さ
れ
た
内

容
で
あ
る
。

前
掲
•
藤
本
論
文
に
よ
れ
ば
、
「
吹
上
非
人
村
濫
梯
書
付
」
は
、
す
で

に
全
文
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
（
「
城
下
町
和
歌
山
と
非
人
村
の
成

学
教
育
学
部
、

一
九
八
三
年
）
と
の
こ
と
で
あ
る
。
改
め
て
紹
介
す
る

の
は
非
礼
か
と
存
じ
る
が
、
立
論
の
必
要
上
、
翻
刻
し
掲
載
す
る
こ
と

頭
が
和
歌
山
町
奉
行
所
へ
提
出
し
た
原
本
の
控
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

「
吹
上
非
人
村
濫
腸
書
付
拍
」
は
文
化
十
三
年
閏
八
月
十
六
日
、
牢
番

（註） 閏
八
月
十
六
日

牢
番
頭
共



I 本人 I

【次郎右衛門系図】〔摂州天王寺村悲田院垣外在〕

子 孫 曾 孫 玄 孫

次郎右衛門

69オ没
(1584-1652) 

心寛永8年転ぶ
(? -1694) 

麟
贔
腐
誓
⑯
5951
綴

6
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1
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位3
 
5

5

 

め
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6
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ち
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八
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―
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言7
 

7

1

 

8
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3
 

つ

16

み
（

宗t
むく 77オ没
(1642-1718) 
［号点喜温ぴ
岩松 53オ没
(1682-1734) 

こちよ むく 76オ
(1656-1731) 

小女郎

I 
与兵衛

甚兵衛 64オ没
(1667-1730) 
天満垣外在

【たね系図】

た↑
与兵衛

後与兵衛

I 
ゐし 81オ没
(1649-1729) 

儀兵衛 51オ没
(1675-1725) 

【むめ系図】

むめ L り贔雪
久三郎 はつ 66オ没

(1668-1733) 

【すて系図】

すて はる 五郎兵衛 52オ没
(1665-1716) 三

【こや系図】

こや いな 58オ没一長吉 60オ没

(1659-1716) (1675-1734) 



I 本人| 子 | 

【左兵衛系図】〔摂州天王寺村領内堀越町在〕

孫 曾 孫 玄 孫

摂
州
東
成
郡
天
王
寺
村
転
切
支
丹
類
族
生
死
改
帳
の
研
究
口

左兵衛 ， 
＇ 
太郎事伝弥

I 
すき 53オ没
(1664-1716) 

六兵衛 28オ没
(1691-1718) 

＿―-五郎—［口~~16悶
権太郎

(1723-?) 

・-----( ) ---t--—梅松
＇ 
＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ 
＇ ＇ ＇ ＇ 

市松 12オ没
(1705-1716) 

岩 18オ家出
(1715-?) 

四郎 (1716-?)

とめ (1727-?)

せき (1720-?)

-E 
長太郎 (1715-?)

三五郎 他人 (1716-?)

すて (1718-?)

久兵衛

【久兵衛系図】〔摂州天王寺村悲田院垣外在〕

岩松 53オ没
(1665-1717) 

申1松

つま 41オ没
(1683-1723) 

佐吉 lオ没
(1725-17公う1

言

まん~ 一兵之助 (1728-?)
長太郎 みよ (1731-?)

―又太郎 (1734-?)



本人 子 孫 曾孫 玄孫

【市右衛門系図】 〔天王寺村悲田院垣外在〕

五郎

市右衛門

〗ん
十右衛門

61オ没
(1661-1721) 

伊兵衛

I 
こがう 67オ没
(1667-1733) 

伊三郎 22オ没
(1695-1716) 

とら 33オ没
(1702-1734) 

与五郎 19オ没
(1705-1723) 

辰之助 巳之助 6オ没L (1725-1730) 
兵吉 3オ没
(1732-1734) 

きい 29オ没
(1688-1716) 

きよ 25オ没
(1697-1721) 

留蔵 35オ没
(1699-1733) 

没

邸
オ

7

没
即
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16
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16
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16

利
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（
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門

外

衛

麟
右

田

甚

悲

•-一万忠兵衛

61オ没
(1652-1712) 

三八

久太郎 27オ没
(1703-1729) 

ぎん 2オ没
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(1716-1725) 

五郎 8オ没
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兵治（善休）

元禄11年80オ
(1619-?) 

悲田院垣外長吏

〔摂州天王寺村悲田院垣外在〕

嫡男 太郎右衛門

二□~l位~~□三~~i~:J三〗
娠くに るり和才没 (1714-1719) 

84オ没 (1684-1733) 

(1646-1729) 

亀松 (1718-?)

二男 ←るす（双子）

1オ没
(1721-1721) 

83オ没
(1651-1733) 

「彦次郎（双子）
(1721-?) 

安五郎 (1731-?)

四男正庵 小勘 53オ没
78オ没 (1682-1734) 

こ二r門一源太郎［〗〗ー）？）
(1664-1734) つな (1722-?)

いち一L~贔二9
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I 
, (1699-1716) 

←乙松 24オ没
(1704-1727) 

五
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州天王寺村鳶田垣外在〕

吉左衛門 60オ没…吉左衛門 まつ
(1665-1724) 鳶田垣外長吏 (1715-?) 
伊兵衛 57歳没一徳蔵 徳松 17オ没晶孟霜贔:1~□［雪は

右ロー」＿
(1720-?) 

鳶田垣外長吏 _[り点喜喜誓没
I 甚助 54オ没 小せん 31オ没

小たね 64オ没
(1645-1708) しま (1717-?)
道味女房孫 「乙介 (1720-?)

六郎 (1722-?)
せん 36オ没 Lせき (1724-?)
(1683-1718) 
II 積右衛門

根次右衛門 (1705-1722) 
道頓堀垣外長吏 道頓堀垣外長吏

しも 34オ没
(1686-1719) 

いわ 3オ没

i—辰之助—二喜14;贔
(1717-1723) 
さい (1719-?)
重三郎 4オ没
(1720-1723) 
乙松 (1722-?)
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【転びキリシタン系図】
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【久三郎系図】
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〔紀州吹上非人村在：

1言□:~ 胃~j皮
なつ 71オ没

(1677-1717) 

(1647-1717) 
清八 甥三郎兵衛

(1715久三郎と改名） (1723養子）

吹上長吏 吹上長吏

一ふじ 23オ没
(1702-1724) 

先久三郎

吹上長吏

むし

，-ー一ー猿松， 

， ： （申松）
＇ ， ， 

たん 3オ没
(1716-1718) 

いわ

(1719-?) 

つな 6オ没
(1721-1726) 

やく

(1723-?) 

六松

(1726-?) 

留松

(1729-?) 

-----( 松捨
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`~ 

＿―-七
—乙松

「清吉 2オ没
(1716-1717) 
I 
I へん 12オ没
; Cl 719-1730) 

一由松

0722-?) 

ーきく 9オ没
(1710-1718) 

ー小しゅん 5オ没
1713-1717) 

こせん

1716-?) 

—平太郎 l才没

1721-1721) 

一つね (1725-?)


